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産 業 マントル 核 差 引
実物資産 R R
産業証券 −L L ０
金融証券 f −f ０
政府証券 TB −TB ０
貨 幣 M m −（M+m） ０
純資産（資本） Ki Kf Kc
R :実物資産額 L :貸付金額 f :金融証券の発行額 TB : TBの発行額
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ることであった。とくに１９世紀の伝統的な金融政策はこのような効果をねらったものであった。この点











１６）これは，オックスフォード大学が行った調査（T. Wilson&P. W. S. Andrews, Oxford Studies in the
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